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９月 14 日、安曇川中学校１年生
の郷土学習「地域探訪」が行われ、子
どもたちは、市内各地で高島の歴史や
文化、産業を学習されました。表紙は
そんな１コマ。楽農舎なごみの里代表
の坂下さんから循環型農業の取り組み
についてお話を聞いた後、ブルーベ
リーの木へ肥料をまく作業を体験。慣
れない作業をがんばられました。こう
した学習や体験を通じて地域の魅力を
知って、郷土愛を深めていってほしい
ですね。　　　　　　（広報担当Ｓ）

不要となった広報誌は、その他古紙（雑誌）として古紙回収日に
出していただきますようお願いします。

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
記
録
上
で
名
前
が
確
認
で
き
る
も
の

と
し
て
は
、
東
近
江
市
に
残
る
今
か
ら

約
５
０
０
年
前
の
『
今
堀
日
吉
神
社
文

書
』
の
中
に
、
高
島
郡
の
南
市
の
商
人

が
得と

く
ち
ん
の
ほ

珍
保
（
東
近
江
市
に
存
在
し
た
荘

園
）
の
商
人
と
荷
物
の
運
搬
を
め
ぐ
っ

て
争
っ
た
と
い
う
史
料
が
あ
り
、
少
な

く
と
も
室
町
時
代
こ
ろ
に
は
、
南
市
の

地
に
商
人
が
お
り
、
県
内
の
他
地
域
で

も
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
江
戸
時
代
の
南
市
村
は
、
周
辺
の
下

ノ
城
・
馬
場
・
佐
賀
・
上
寺
・
薬
師
川

各
村
と
と
も
に
膳
所
藩
領
と
な
り
、
郡

内
の
膳
所
藩
領
を
管
轄
す
る
代
官
所
が

お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
村
の
石
高
は
江
戸
時
代
を
通
し
て

６
８
０
石
余
で
、
村
人
の
多
く
が
農
業

に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
江

戸
時
代
後
半
に
な
る
と
、
河
原
市
宿
の

助す
け
ご
う郷（

宿
場
の
人
馬
の
不
足
を
補
う
役
）

と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
、

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
村
が
困
窮
し
た
と

い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
、
南
市
村
は
周

辺
10
か
村
と
合
併
し
て
田
中
村
と
な

り
、
中
五
反
田
に
連
合
戸
長
役
場
が
設

　
高
島
市
役
所
安
曇
川
支
所
の
あ
る
安

曇
川
町
田
中
の
南
市
区
は
、
古
く
か
ら

高
島
郡
南
部
の
政
治
・
経
済
・
交
通
の

拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
地
域
で

し
た
。

　
地
域
内
の
「
立
市
」
な
ど
の
小
字
名

か
ら
は
、
こ
の
地
に
市
が
立
て
ら
れ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
「
南

市
」
の
名
前
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
北

国
海
道
沿
い
の
宿
場
町
の
一
つ
「
河
原

市
」（
現
在
の
新
旭
町
安
井
川
）
の
南

に
位
置
す
る
市
だ
か
ら
、
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は

南
市
と
安
原
仁
兵
衛

南
市
と
安や

す

は

ら原
仁に

へ

え

兵
衛

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
役
場

は
明
治
22
年
の
町
村
制

の
施
行
に
よ
り
誕
生
し

た
安
曇
村
の
役
場
に
も

な
り
、そ
の
後
、周
辺
に
は
、

学
校
、
郵
便
局
、
駐
在
所
、
農
会
（
後

の
農
業
協
同
組
合
）
事
務
所
、
県
農
業

試
験
場
な
ど
の
公
共
的
な
施
設
が
次
々

と
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
市
は
政
治
家
・
事
業
家
と

し
て
郷
土
の
発
展
に
尽
力
し
た
安
原
仁

兵
衛
の
出
身
地
で
あ
る
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
安
原
仁
兵
衛
は
、
南
市
の
呉
服
商
の

長
男
と
し
て
明
治
７
年
（
１
８
７
４
）

に
誕
生
し
ま
し
た
。
29
歳
の
時
に
単
身

で
上
京
し
、
明
治
法
律
学
校
（
現
在
の

明
治
大
学
）
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業

後
は
、
帰
郷
し
て
34
歳
の
と
き
に
高

島
郡
会
議
員
に
初
当
選
し
、
そ
の
後

は
、
安
曇
村
長
、
県
会
議
員
、
県
会
議

員
議
長
、
衆
議
院
議
員
を
歴
任
し
、
そ

の
間
、
県
の
重
要
施
策
の
一
つ
と
な
っ

て
い
た
湖
西
鉄
道
の
敷
設
に
深
く
関
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
７
年

（
１
９
１
８
）
10
月
に
結
成
さ
れ
た
湖

西
鉄
道
期
成
同
盟
会
で
は
委
員
長
に
就

任
し
、
続
く
江
若
鉄
道
株
式
会
社
の
発

足
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
念
願
の
鉄
道
敷
設
免
許
が
お
り
た
の

は
大
正
８
年
、
そ
の
２
年
後
に
大
津
の

一
部
区
間
で
営
業
が
始
ま
り
、
安
曇
駅

ま
で
の
路
線
が
開
通
し
た
の
は
昭

和
４
年（
１
９
２
９
）の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
仁
兵
衛
は
政
界
の
第
一
線
を

退
き
、
江
若
鉄
道
専
務
取
締
役
と
し
て

会
社
経
営
に
も
携
り
ま
し
た
。
現
在
、

Ｊ
Ｒ
安
曇
川
駅
前
に
は
、
仁
兵
衛
の
偉

大
な
功
績
を
顕
彰
し
て
、
銅
像
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

明治６年田中村地券取調総絵図のうち南市部分
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